
謹 端 四 雨

。 誉 が

■ 齢 叶 闇

△
_
_
菖
菖
…
_
ラ
ニ
ー
ー
ニ
ー
.
.
』
-
‘
晶
一
酉
肖
塗
一
宙
畢
望
竺
画
哩
Q
～
’

胡 一 四 酒 『 画 画 ｇ ロ ー 畝 間 兄 。

Ｈ
ｎ
Ｓ
１

■
画
■
■
－
－
q

ｍ
ｌ
Ｖ

Ｆ
一
一
町

デ 範 奪 守 剖

禰 這 鴬 珊 謹 謡 副 箇 ｓ 。

醐 刺 細 細 ０ 誉 が

一 躍 雪 認 ｓ 酬 笥 嫌 宮 肌 間 Ｉ 罰 岸 昏 僻 や 計 一

署 椛 併 ｓ 誌 護 罰 細 椛 ・ 毒 添 裁 誤 隠

羅 藍 懇 暑 椛 欝 蝋 寺 ｒ 噌 噛 。 ｉ 、

潔 垂 勘 、 ｌ 予

幽 封 馴 Ｉ 皿 函 剰 劃 鴎 ｓ 卦 雪 緬 副 醗 泌

蝿 儒 邑

｜震
ｂ 酬 ■

ｓ 鰯 一 両 蝿 逼 肌 間 ｉ

ｓ 誌 護 闘 細 椛 ・ 毒

番 椛 欝 蝋 寺 ｒ Ｙ 瞳ピ
】
Ｒ
。

一 一

●
ー

Ｌ
皿

ざ
ｍ
Ｌ



正

-ピッケラＺ津博２０１２．７Ｎｏ．7３

⑰．

１

ﾉ１

絵図に描かれた宮川門の周辺（左：津山御城絵図右：津山絵図）

１郷“‘も

譜↓、

津
山
城
宮
川
門
周
辺
の

古
写
真
見
つ
か
る

ｄ
葦
恥
．霊

』

石
臼
唾

、
》句

『

竜
一

Ｐ
Ｉ
Ｌ
恥
昨
卑
蛎
砕
恥

ごり

冒 一 ・息
０
．
一
心
声
。
。
１
１
１
１
‐
１
１
１

1１

陣■ー一■一

一
』
一
一
一
一
．

雪
・
《
ン

一

里

一
蹴

１

画
勺
書

２』

１
１

圏緬

霞。
齢P

唖
一

齢
聖

哲
．
Ｐ

今
ま
で
未
発
表
と
思
わ
れ
る
津
山
城
の

古
写
真
が
、
こ
の
た
び
新
た
に
見
つ
か
り

ま
し
た
（
古
写
真
Ａ
）
。

こ
の
古
写
真
は
、
岡
山
市
在
住
の
渡

辺
泰
多
さ
ん
が
所
蔵
し
て
い
る
も
の
で
、

６
月
初
め
に
、
ご
本
人
が
当
館
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
津
山
城
南
東

部
の
宮
川
門
周
辺
の
風
景
が
、
タ
テ
約

洲
叩
×
ヨ
コ
約
拓
叩
の
印
画
紙
に
焼
き
付

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
今
ま
で
に
確
認
さ

れ
て
い
る
津
山
城
の
古
写
真
と
は
、
構

図
が
異
な
り
ま
す
。

撮
影
さ
れ
た
場
所
は
、
現
在
の
旧
城

南
医
院
の
周
辺
で
す
。
城
郭
の
最
も
外

側
に
当
た
り
、
風
景
は
一
変
し
て
い
ま
す

が
、
画
面
中
央
に
横
に
細
長
く
写
っ
て
い

る
石
垣
一
は
現
存
し
、
ち
ょ
う
ど
昨
年
か

ら
今
年
３
月
に
か
け
て
修
理
工
事
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

渡
辺
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
の
写
真
を
含

む
津
山
城
の
古
写
真
７
点
（
他
の
６
点

は
い
ず
れ
も
既
に
確
認
済
み
の
も
の
）

が
、
昨
年
、
九
州
の
古
書
店
で
売
り
出

さ
れ
て
い
た
の
を
知
っ
て
購
入
し
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

今
回
見
つ
か
っ
た
写
真
と
近
い
構
図
の

〃．
肥

古写真Ａ：今回見つかった写真

一
砕

一
‐
翼
，
一
一
Ｉ
差

。
乾
き
？

丸
寺
〆
ａ
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写
真
（
古
写
真
Ｂ
）
は
、
以
前
か
ら
確
認

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
２
枚
の
写
真
が

つ
な
が
ら
な
い
か
と
考
え
た
渡
辺
さ
ん

は
、
近
所
の
写
真
館
に
合
成
を
依
頼
し
、

で
き
あ
が
っ
た
写
真
を
１
枚
当
館
に
進
呈

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
違
和
感
の
な
い
仕
上

が
り
に
驚
か
さ
れ
る
と
と
も
に
、
一
画
面
が

広
が
る
こ
と
で
迫
力
と
臨
場
感
が
倍
増
し

た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
違
和
感
な
く

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
２
枚
は
同
じ

時
に
同
じ
カ
メ
ラ
で
、
向
き
だ
け
変
え
て

撮
影
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

津
山
城
の
古
写
真
に
関
し
て
は
、
築
城

４
０
０
年
に
先
行
し
て
平
成
ね
～
慨
年

に
実
施
さ
れ
た
資
料
調
査
の
際
に
旧
数
点

が
確
認
さ
れ
、
『
津
山
城
資
料
編
』
『
同

Ⅱ
』
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時

点
で
可
能
な
限
り
手
を
尽
く
し
て
探
し

て
い
ま
す
の
で
、
別
の
新
た
な
古
写
真
の

発
見
は
困
難
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
今
回
の
発
見
は
関
係
者

を
驚
か
せ
る
も
の
で
、
ま
だ
ど
こ
か
で
眠
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
資
料
の
存
在
を
期

待
さ
せ
る
、
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
そ

も
そ
も
、
残
っ
て
い
る
古
写
真
は
建
物
を

遠
方
か
ら
写
し
た
も
の
ば
か
り
で
、
門
に

つ
い
て
も
宮
川
門
の
み
で
す
が
、
大
手
筋
の

京
橋
門
を
避
け
て
宮
川
門
し
か
撮
ら
な

か
っ
た
と
考
え
る
の
は
あ
ま
り
に
も
不
自

然
で
す
。
今
回
の
発
見
を
き
っ
か
け
に
、

津
山
城
に
関
す
る
新
た
な
資
料
が
発
見
さ

れ
、
調
査
研
究
が
さ
ら
に
進
展
す
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

壱
・

謡
群

宮川周辺門の２枚の古写真（ＡとＢ）を合成したもの

９

当館で常設展示している毒山城復元模型における宮川門の周胆

ロ

〆

切

砂蕊
b

可

＝-画蚤

古写真Ｂ：以前から確認されていたもの。古写真Ａの左側が写る

謹害-塁b‐

＝

凸
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一

東

』

６
月
下
旬
、
当
館
南
の
道
路
に

面
し
て
設
置
さ
れ
て
い
だ
看
板
を

新
調
し
ま
し
だ
。
以
前
の
看
板
は

昭
和
“
年
の
オ
ー
プ
ン
時
に
作
成

し
た
毛
の
で
す
が
、
歎
度
の
料
金

改
崖
に
よ
る
訂
正
箇
所
が
目
立
ち
、

ま
だ
年
敏
の
経
過
に
よ
っ
て
す
す

け
て
薄
汚
れ
て
い
だ
た
め
、
新
し

い
看
板
に
取
り
替
え
ま
し
だ
。
江

戸
一
目
図
と
津
山
城
復
元
膜
型
を

デ
ザ
イ
ン
に
あ
し
ら
い
、
装
い
む

新
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
来
館

の
際
、
こ
の
看
版
に
も
目
を
向
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。

L

「

４

Ｌ

’

の

手

職場体験活動「地域に学ぶつやまつ子デビュー１４」と

して６月１３日から１５日の３日間、津山東中学校２年生1人

を受け入れました。資料発送の準備、クリアファイルの袋

詰め、特別展に向けての絵図撮影、和綴本の修復など、事

務作業から資料に直接ふれる作業まで、さまざまな業務を

体験してもらいました。なかでもガラスケース内での展示

替えが－番印象に残ったとのことで、これをきっかけに博

物館の展示により一層興味をもってもらえたのではないで

しようか。

●●－◆ー●一・一洩－句＝｡～■－４－●一●ーウー｡－写一・デ●~｡＝a－．－●－■＝c一■－■ー ●～◆一●~■一●ー舌一勺一■一Fー■－●ー●～･一■~■一曲－守－●＝－ｓ－４－

【生徒の感想文】

博物館のｲ土皐っ７来館者の方の案内をしたり、層

示品の入職替えと力､､弓ん獄ｲ±皐徐のｳ､琴あと、最初は

恩ラマいにんですけど、弓承以外にも様々 なｲ土皐力v為り、

とてもz(･つくりしました｡まｉ･言、体験の中で、普段は絶対

に入患皐のでき獄い場所やさわる事のできない物にさ

始っf富りなと顔、と了も青重雑体験に燕りました｡今回の

体験をこ論力､ら将来、働いたりする中て．．､ぃｩ､していき

たいと思います｡（津山東中学校z年野上知怠）
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る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
『
江
戸
名
所
之
絵
』
と

「
江
戸
一
目
図
戻
風
』
を
比
較

し
て
み
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る

の
な
ら
、
も
う
少
し
考
え
る
べ

き
要
素
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
太
陽
の
位
置
に
関

連
す
る
山
並
み
と
、
連
な
っ
て

江
戸
湾
に
入
っ
て
く
る
帆
船
で

あ
る
。
山
並
み
は
高
い
山
と
そ

の
右
方
向
に
低
く
連
な
る

山
々
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
「
江

戸
名
所
之
絵
」
で
は
、
太
陽
は
、

『
江
Ｊ
戸
一
目
耐
邑
房
風
』
の
太
陽
尾
島

津
山
郷
土
博
物
館
所
蔵
の

「
江
戸
一
目
図
房
風
」
（
図
Ｉ
）

に
は
、
太
陽
が
描
か
れ
て
い
る
。

房
風
の
第
六
扇
の
更
に
端
の

方
で
、
江
戸
湾
の
出
口
付
近

に
描
か
れ
る
山
並
み
の
向
こ
う

側
に
、
赤
い
太
陽
が
小
さ
く

描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
太
陽
は
、
以
前
に
は
、

そ
の
方
位
が
南
西
寄
り
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
夕

日
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
「
江
戸
一
目
図
解
風

､;､ム
ノロ

』
に
先
行
し
て
制
作
さ
れ
、

そ
の
関
連
作
品
と
見
な
さ
れ
て

い
る
「
江
戸
名
所
之
絵
」
（
図

２
）
に
書
き
込
ま
れ
た
「
カ
ヅ

サ
」
（
図
３
）
の
文
字
が
指
摘

さ
れ
て
か
ら
は
、
太
陽
の
位
置

が
南
東
寄
り
に
な
る
房
総
半

島
の
方
角
で
あ
る
な
ら
、
太

陽
は
朝
日
だ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
て
、
本
当
の
恵
斎
の
意

図
は
ど
ち
ら
だ
っ
た
の
か
。
そ

れ
を
、
絵
の
内
容
か
ら
確
定
す

:脳'１江戸一目|副詞国

図４江戸一目図廃園部分

表
現
が
、
そ
こ
ま
で
意
識
し
て

い
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ

る
し
、
「
江
戸
名
所
之
絵
」
と

「
江
戸
一
目
図
解
風
」
の
表
現

に
関
す
る
原
則
が
一
致
し
て
い

る
と
の
保
証
も
な
い
以
上
、
確

定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、

綴
密
な
表
現
を
貫
い
て
い
る
意

斎
の
作
品
と
し
て
は
、
こ
の
表

現
の
変
化
は
、
意
味
の
な
い
偶

然
の
変
化
と
は
考
え
に
く
い
。

し
か
し
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

両
作
品
に
お
け
る
太
陽
の
位

置
や
高
さ
の
変
更
に
つ
い
て
も

十
分
に
考
察
す
べ
き
で
あ
り
、

速
断
は
避
け
た
い
。
た
だ
、
「
江

戸
名
所
之
絵
』
と
「
江
戸
一
目

図
昇
風
』
に
関
し
て
は
、
ま
だ
、

解
明
す
べ
き
多
く
の
謎
が
秘
め

ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

僧
ｐ

高
い
山
の
右
側
に
や
や
低
く
描

か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
帆
船

は
山
並
み
の
右
方
向
か
ら
や
っ

て
来
て
い
る
（
図
３
）
。
「
江

戸
一
目
図
解
風
」
で
は
、
太
陽

は
高
い
山
の
左
側
に
や
や
高
く

描
か
れ
、
帆
船
は
、
山
並
み

の
左
方
向
か
ら
入
っ
て
く
る

（
図
４
）
。

こ
れ
ら
の
違
い
に
は
、
何
か

意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
し
か
し
、
そ
の
全
て
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
特
に
帆

船
の
動
き
に
注
目
し
た
い
。

「
江
戸
名
所
之
絵
」
で
「
カ

ヅ
サ
」
の
注
記
を
そ
の
ま
ま
に

理
解
し
て
、
山
並
み
が
房
総

半
島
だ
と
す
れ
ば
、
帆
船
は
、

江
戸
湾
に
入
っ
て
く
る
た
め
に
、

山
並
み
の
右
方
向
か
ら
入
っ
て

き
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
実
際

の
地
理
的
な
位
置
関
係
と
合

致
す
る
。

一
方
の
「
江
戸
一
目
図
解
風

」
で
は
、
帆
船
は
、
山
並
み

の
左
方
向
か
ら
入
っ
て
き
て
お

り
、
こ
の
表
現
が
地
理
的
な

位
置
関
係
と
合
致
し
て
い
る
と

す
れ
ば
、
山
並
み
は
三
浦
半

島
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
う
す
る
と
、
「
江
戸
名
所

之
絵
』
の
太
陽
は
東
方
向
に

あ
る
朝
日
で
あ
り
、
「
江
戸
一

目
図
解
風
」
の
太
陽
は
西
方

向
に
描
か
れ
る
夕
日
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
だ
が
、
さ
て
、
ど

う
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
二
種
類
の
江
戸
景

観
図
に
お
け
る
恵
斎
の
絵
画

図３江戸名所之絵部分

雲毒雲蕊
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小

島
徹

江
戸
幕
府
は
、
諸
大
名
に
命
じ
て
国
ご
と
の
地
図
で
あ
る
国
絵
図

を
作
成
し
て
江
戸
城
の
紅
葉
山
文
庫
に
収
納
し
、
年
数
を
経
て
古
く

な
る
と
改
訂
を
重
ね
た
。
大
規
模
な
も
の
は
四
回
、
慶
長
・
正
保
・

元
禄
・
天
保
期
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
仕
様
は
美
し
く
壮
大
で
、
良
質
の
和
紙
を
貼
り
合
せ
た
用

紙
に
極
彩
色
で
描
か
れ
る
。
正
保
度
以
降
は
一
里
を
六
寸
と
す
る
縮

尺
（
二
万
一
千
六
百
分
の
一
）
で
統
一
さ
れ
、
山
川
や
湖
、
海
や
島
な

ど
の
自
然
地
形
は
も
ち
ろ
ん
、
国
・
郡
の
境
界
や
城
郭
・
村
・
道
路
・

一
里
塚
ま
で
表
示
し
て
あ
る
。
各
村
の
位
置
は
村
名
を
記
し
た
楕
円

ら
い
し

形
の
枠
で
示
し
、
そ
の
枠
内
に
石
高
が
併
記
さ
れ
、
晶
紙
と
呼
ば

れ
る
余
白
部
分
に
石
高
・
村
数
を
郡
ご
と
に
集
計
し
た
目
録
が
記

載
さ
れ
て
お
り
、
国
絵
図
作
成
事
業
の
目
的
の
一
つ
に
、
日
本
全
国

の
年
貢
収
納
高
を
詳
細
か
つ
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
は

間
違
い
な
い
。

幕
府
に
収
納
さ
れ
た
国
絵
図
原
本
の
う
ち
、
現
存
す
る
の
は
、

元
禄
度
の
五
か
国
及
び
琉
球
の
も
の
と
、
天
保
度
の
全
国
の
も
の

で
、
国
立
公
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
各
地
で

も
、
作
成
実
務
を
担
当
し
た
大
名
家
等
に
保
管
さ
れ
た
控
え
や
写

し
の
絵
図
の
残
存
例
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
て
い
る
。

▼
国
絵
図
と
は
？

元
禄
美
作
国
切
絵
図

一一一ー

一】

美
作
国
に
関
し
て
は
、
正
保
度
の
控
図
と
思
わ
れ
る
も
の
の
他
に

は
、
国
絵
図
事
業
に
直
接
関
連
す
る
国
絵
図
の
存
在
は
、
従
来
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
当
館
で
近
年
収
集
し
た
資
料
の
中
に
、

元
禄
美
作
国
絵
図
の
写
し
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
７
ぺ
ｌ
ジ
の
写

真
の
絵
図
で
あ
る
。

こ
の
絵
図
は
、
美
作
国
全
体
を
六
分
割
で
厚
手
の
和
紙
に
描
い
た

巨
大
な
も
の
で
あ
る
。
道
路
の
一
里
塚
の
間
隔
か
ら
一
里
六
寸
の
縮
尺
で

あ
る
と
わ
か
る
ほ
か
、
彩
色
が
淡
い
こ
と
以
外
は
先
述
し
た
正
保
度
以

降
の
国
絵
図
の
仕
様
に
ほ
ぼ
準
じ
た
描
写
と
な
っ
て
い
る
。
南
北
方
向

で
六
枚
に
分
割
さ
れ
、
一
枚
は
幅
六
二
叩
・
長
さ
二
八
五
叩
で
、
写
真

の
よ
う
に
つ
な
げ
る
と
、
横
幅
が
三
七
二
叩
に
も
及
ぶ
。
現
存
す
る
天

保
美
作
国
絵
図
原
本
の
大
き
さ
が
三
八
九
叩
×
一
一
七
二
叩
で
あ
る
の

で
、
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
だ
と
確
認
で
き
る
。

晶
紙
目
録
の
末
尾
に
は
「
元
禄
十
三
庚
辰
年
（
一
七
○
○
）
十
二

月
松
平
備
前
守
」
と
記
さ
れ
る
。
松
平
備
前
守
と
は
、
津
山
藩

主
松
平
家
初
代
・
長
矩
（
後
の
越
後
守
宣
富
）
の
こ
と
で
あ
る
。

元
禄
十
三
年
の
津
山
藩
「
江
戸
日
記
』
に
よ
る
と
、
十
二
月
十
二

日
に
絵
図
一
一
枚
・
郷
帳
二
冊
を
箱
二
つ
に
入
れ
て
幕
府
評
定
所
に

上
納
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
図
は
元
禄
度
の
美
作
国
絵
図
の

控
え
か
写
し
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

▼
美
作
の
国
絵
図

画
且

ご･一

改
訂
を
め
ぐ
っ
て

一一一弓

な
お
、
天
保
度
の
国
絵
図
改
訂
で
は
、
諸
大
名
が
作
成
し
て
献

上
す
る
と
い
う
従
来
の
手
順
が
改
め
ら
れ
た
。
ま
ず
幕
府
か
ら
元
禄

国
絵
図
の
写
し
が
諸
大
名
に
交
付
さ
れ
、
そ
れ
に
元
禄
以
降
の
変

動
箇
所
を
懸
紙
に
よ
っ
て
修
正
し
て
提
出
さ
せ
、
そ
の
修
正
図
に
基

づ
い
て
幕
府
勘
定
所
で
清
書
す
る
と
い
う
方
法
が
取
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
際
、
幕
府
か
ら
交
付
さ
れ
た
元
禄
絵
図
の
写
し
は
、
薄
紙
に

淡
彩
で
写
し
て
細
長
く
何
等
分
か
に
裁
断
し
た
切
絵
図
の
形
状
で

あ
っ
た
。
改
訂
の
指
示
が
下
っ
た
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
十
二
月

二
十
三
日
の
津
山
藩
「
江
戸
日
記
」
に
は
、
交
付
さ
れ
た
絵
図
が

美
作
一
国
を
七
巻
に
分
割
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

し
、
津
山
藩
が
懸
紙
修
正
を
終
え
て
幕
府
勘
定
所
に
提
出
し
た
天

保
八
年
ｉ
月
十
八
日
の
『
同
日
記
』
か
ら
、
提
出
絵
図
も
七
巻
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

実
は
、
本
図
の
他
に
、
こ
れ
と
共
に
伝
来
し
た
美
作
一
国
を
七

分
割
し
た
薄
紙
・
淡
彩
の
切
絵
図
二
種
類
が
存
在
す
る
。
い
ず
れ

も
経
緯
や
概
要
の
わ
か
る
裏
書
ま
た
は
包
・
袋
の
類
は
見
当
た
ら

な
い
が
、
描
か
れ
て
い
る
内
容
を
検
討
す
る
と
、
七
分
割
絵
図
の

う
ち
の
一
種
（
以
下
Ａ
図
と
す
る
）
は
、
い
わ
ゆ
る
懸
紙
に
よ
る
修

正
が
各
所
に
み
ら
れ
る
の
に
対
し
、
も
う
一
種
（
以
下
Ｂ
図
と
す

る
）
は
そ
の
よ
う
な
修
正
が
全
く
な
く
、
Ａ
図
の
修
正
前
の
様
子

が
描
か
れ
、
か
つ
文
字
表
記
が
一
切
な
い
。
本
稿
で
詳
し
く
検
討
す

る
余
裕
は
な
い
が
、
Ａ
図
が
天
保
度
改
訂
時
の
提
出
絵
図
の
下
書

ま
た
は
控
え
、
Ｂ
図
が
天
保
度
改
訂
の
た
め
に
幕
府
か
ら
交
付
さ

れ
た
絵
図
の
写
し
で
は
な
か
ろ
う
か
。

▼

天
保
度
の
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▼
本
図
の
作
成
経
緯

1猟

･和

７

元禄美作国切絵図（個人蔵）

,＝

￥。

も

参

肝
晶
一
凹
面
ろ
〃
○
脚
皿
９
Ｆ
串
田
０
Ｍ
Ｇ
つ

？
，
Ｆ
輯
や
ｐ
Ｅ
ウ
◆
０
傍
■

■

■ＴＪ寺

以
上
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
本
図
を
見
て
み
よ
う
。
天
保
度
に
幕

府
か
ら
交
付
さ
れ
、
ま
た
修
正
・
提
出
し
た
国
絵
図
が
七
分
割
で
あ

る
か
ら
、
六
分
割
の
本
図
は
、
天
保
度
の
改
訂
作
業
に
直
接
の
関
わ

り
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
幕
府
か
ら
交
付
さ
れ
た
絵
図
自

体
も
元
禄
絵
図
の
写
し
な
の
で
、
作
業
開
始
に
先
立
っ
て
内
容
に
相

違
が
な
い
か
確
認
に
使
わ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

一
つ
疑
問
が
残
る
の
は
、
本
図
の
形
状
で
あ
る
。
仮
に
、
元
禄
度
の

改
訂
時
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
淡
彩
と
は
い
え
厚
手
の
紙
で
こ

れ
ほ
ど
き
れ
い
に
作
ら
れ
た
絵
図
を
、
一
枚
に
つ
な
げ
ず
に
保
管
し
た
の

は
な
ぜ
か
？
元
禄
度
の
改
訂
で
は
、
清
書
済
み
の
完
成
形
を
献
上
し

た
の
だ
か
ら
、
普
通
に
考
え
れ
ば
控
え
も
完
成
形
同
様
に
一
枚
に
つ
な

い
で
保
管
し
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
あ

る
い
は
将
来
の
さ
ら
な
る
改
訂
を
見
越
し
、
作
業
の
利
便
性
を
考
慮

し
て
、
あ
え
て
つ
な
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
元
禄
の
美
作
国
絵
図

原
本
が
現
存
し
な
い
た
め
、
真
相
の
解
明
は
難
し
い
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
美
作
の
国
絵
図
作
成
・
改
訂
作
業
に
つ
い
て
研
究
す
る
上
で
欠
か
せ

な
い
貴
重
な
絵
図
で
あ
る
。

P

ゴ

グ
マ
●
ワ
ク

心
吟
・
・
・

、
■
ａ
『
も
吟
』
』

名
⑭
告
と
爵
ろ
ｔ
０
８
Ｄ
Ｐ

剣

Ｆ
“
叩
再
沿
坐

『
ゆ

〃
ｑ

「
江
戸
時
代
の
地
図
づ
く
り

１
国
絵
図
作
成
事
業
と
津
山
蓋
ｌ
」

⑳
平
成
聖
年
心
月
６
日
㈹
～
、
月
旧
日
⑧

⑳
本
軍
紹
介
し
た
墓
の
美
作
国
絵
図
の
ほ
か
、

天
保
度
改
訂
時
に
作
成
さ
れ
た
村
絵
図
な
ど
、

関
連
す
る
諸
資
料
を
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

特
別
展
の
ご
あ
ん
な
い
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９０

＝

雛
嘉
中
で
す
！

江
芦
一
ｅ
②
認

東
京
ス
カ
イ
ッ
リ
ー
の
開
業
に

と
も
な
っ
て
注
目
度
が
高
ま
っ
て

い
る
江
戸
一
目
図
解
風
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
関
連
書
籍
や

グ
ッ
ズ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
、
当
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

名

■
凸

匹
囲

■ｌＬ
□

歩く』

可

鐙曲郷亀圃勘館

８

圏
籍

グ
ッ
ズ

『
江
戸
一
目
図
を
歩
く

Ｉ
鍬
形
意
斎
の
江
戸
名
所
め
ぐ
り
ｌ
』

一
，
○
○
○
円

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）

こ。

二
○
○
円

q詞、

典は、津山松平藩の槍印で剣大といい、現在津山市の市章となっています。

rｌ

熱
2回｢弥生土器をつくろう」７月２５日嗣・３月

｢カルメ焼きをつくろう」７月２７国園

｢勾玉をつくろう」７月３１国㈱・琴月
『トンボ玉をつくろう」３月７画㈱・琴月琴

狐
諏
尭今鐙、密事忌窟鐙四囲曲鱈砲餌霞，

１

入館のご案内
[開館時間］午前９:００～午後５:００

[休館日］毎週月曜日･祝日の翌日

年末年始(１２月２７日～１月４日)･その他

[入館料］一般…200円(30人以上の団体の場合160円）
高校･大学生…１５０円(30人以上の団体の場合120円）

日㈱

中学生以下・障害者手帳を提示された方・
市内在住の65才以上の方は、入館料が無料です。’

１

[編集･発行］津山郷土博物館

〒708-0022岡山県津山市山下９２

Tel（0868)22-4567Ｆａｘ（0868)23-9874

E-mailtsu-haku＠tvt,nejp

［印刷］有限会社弘文社

零月１６日㈱全

９月之２日世

友の会会員の皆さまにご案内します。

１日㈱

鰯雲雲土

(鱈､窪！）

博物館だより｢つはく」
Ｎｏ．７３平成24年７月.１日

[会期］１０月６日出～１１月１芯日（日）［会場］当館３階展示室
詳細ば、７ページのとおりです．ご期待ください！

日程が近づきましたら、

墓冒


